
第３回RFP　共通技術／アイデア型

光電変換材料を用いた高感度放射線検出デバイスの開発 
機関名：

プロジェクト概要

課題名

高感度放射線検出デバイスの開発 

【目的】 【内容】

　直接に量子変換して増幅電気信号として出力するこ
とが可能な新しいタイプの放射線検出素子を、有機無
機ハイブリッドペロブスカイト材料を放射線吸収層に
用いて開発し、宇宙用放射線を高感度にセンシングす
る性能を実証する。 
　ペロブスカイト結晶自体が光による発電が可能であ
ることから、従来のセンサのような特別な電源系統を
持つ事無く、自ら発電して駆動電力をまかなう事が原
理的に可能である。また、厚膜結晶の製造が可能とな
れば、同時に高い検出能力を持つセンサへの応用が可
能となる。これは地上における用途、たとえば医療用
高感度センサ等への応用のみならず、電源状況に乏し
い宇宙環境においては非常に有効であり、宇宙環境に
おける放射線環境観測等への応用が考えられる。

① ペロブスカイト結晶厚膜の製法の確立
　・厚さが100 μmの平坦で緻密性の高い結晶膜に成型
するペロブスカイト結晶粒子の製膜法を開発する。

　・酸化物ナノ構造体と連結した厚い膜を製膜する方
法を開発する。

　・ペロブスカイト結晶膜がＸ線に対して高い吸収特
性をもつことを示す。

② ペロブスカイトＸ線検出素子の開発
　・検出感度が最大となる条件を探索し、Ｘ線感度を
高める素子構成を検討する。

　・素子のＸ線検出感度の温度依存性を計測し、温度
変化に対する安定性を調べる。

③ 放射線検出素子の宇宙環境における耐久性試験
　・繰り返しの温度変化におけるペロブスカイト検出
素子の駆動安定性を調べ、温度衝撃に対する素子
の耐久寿命を測る。

　・ペロブスカイト結晶膜、電子電荷輸送層、正孔輸
送層の陽子線暴露への素子耐久性を調べる。

　・1MeV電子線の照射における素子の耐久性を調
べ、陽子線と合わせて、劣化の最も少ない素子を
再構成する。

　・その他、宇宙環境における耐久性評価に必要な試
験を実施する。
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第３回RFP　共通技術／課題解決型

高効率・低コスト・軽量薄膜ペロブスカイト太陽電池　デバイスの高耐久化開発 　
機関名：

プロジェクト概要

課題名

次世代太陽電池デバイスの実現

【目的】 【内容】

　提案者らが発明したペロブスカイト太陽電池は、低
価格・20%以上の高変換効率・低照度下でも高効率を
維持・フレキシブル化可能、などの優れた特徴を持つ
ことから、次世代の太陽電池として世界中で注目さ
れ、開発が盛んに行なわれている。ただし、温度や湿
気・光に対する耐久性の低さが大きな課題であり、実
用化には至っていない。
　本活動では、IoT社会におけるセンシング機器等の
供給電源を主な適用先として、低照度の光に対して高
い変換効率を持ちながら高い耐久性を有する軽量・薄
膜型のペロブスカイト太陽電池モジュールの開発を目
指す。

①ペロブスカイト太陽電池の高効率化
　材料と界面の最適化により、屋内照明下と太陽光下
での効率向上を目指す。
②ペロブスカイト太陽電池の耐湿・耐高温・寿命特性
の向上
　各種耐久性評価の結果を太陽電池作製に反映させる
ことにより、耐久性向上を目指す。
③ペロブスカイト太陽電池モジュールの開発
　上記高効率化と高耐久性化検討を反映させた太陽電
池モジュールの開発を目指す。
④ペロブスカイト太陽電池の放射線耐久性向上
　宇宙適用に向けて十分な放射線耐久性を有する太陽
電池の開発を目指す。

桐蔭横浜大学、兵庫県立大学、紀州技研工業株式会社、ペクセル・テクノロジーズ株式会社、株式会社リコー

課題名：

機関名：

【ペロブスカイト太陽電池の特徴】
　・低コスト（簡易な製造方法、安価な材料）
　・20%以上の高変換効率可能
　・低照度下でも高い変換効率維持
　・フレキシブル化可能

【ペロブスカイト太陽電池の課題】
　・温度や湿気・光への耐久性が低い

高効率化

＜ステップ１＞ ＜ステップ２＞

高耐久性化

高効率と高耐久性を有する
ペロブスカイト太陽電池モジュールの開発

モジュール化 高放射線耐久性化開発

宇宙用途への展開

IoT用電源として事業化

低温製膜フレキシブルペロブスカイト太陽電池セル

光入射面 裏面電極面
JAXAが有する過酷な環境での

耐久性試験と評価技術で改善を目指す
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